
委
員
会
提
出
第
二
号
議
案

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助
成
を
求
め
る
意
見
書

子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
が
日
本
で
も
認
可
さ
れ
、
接
種
が
始
ま
っ
た
。

子
宮
頸
が
ん
は
、
日
本
の
二
十
歳
代
の
女
性
で
は
乳
が
ん
を
抜
い
て
、
発
症
率
が
一
番
高
い
が
ん
で
、
年

間
九
千
人
以
上
が
発
症
し
、
約
三
千
五
百
人
が
命
を
落
と
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）
の
感
染
に
よ
る
も
の
で
、
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き
る
唯
一
の
が
ん
で
あ
る
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
性
交
渉
で
感
染
す
る
た
め
、
性
行
動
を
始
め
る
前
の
十
歳
代
の
女
性
が
ワ
ク
チ
ン
の
対
象
と
な

る
。
筋
肉
内
注
射
に
よ
る
三
回
の
接
種
で
四
万
円
か
ら
六
万
円
の
全
額
が
自
己
負
担
と
な
り
、
公
的
援
助
が

不
可
欠
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
自
分
の
体
と
性
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
得
る
機
会
と
す
る
た
め
、
学
校
で

の
性
教
育
を
強
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
女
性
の
生
涯
に
わ
た
る
「
性
と
生
殖
に
関
す
る

健
康
・
権
利
」
（
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
）
を
保
障
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

す
で
に
世
界
で
は
、
百
か
国
以
上
で
こ
の
ワ
ク
チ
ン
が
使
わ
れ
、
先
進
国
約
三
十
か
国
で
公
費
助
成
が
行

わ
れ
て
い
る
。
日
本
で
も
大
分
県
九
重
町
な
ど
複
数
の
自
治
体
が
独
自
の
助
成
を
開
始
し
、
日
本
産
婦
人
科

学
会
や
日
本
小
児
科
学
会
も
、
十
一
歳
か
ら
十
四
歳
の
女
子
に
公
費
負
担
で
接
種
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
女
性
の
い
の
ち
と
健
康
、
人
権
を
守
る
た
め
、
子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
を
無
料
で
接
種
で
き
る
よ
う
に
公
費
助
成
を
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
二
日
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